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１．ＲＣ活動体制

（１）三菱ケミカル物流 ＲＣ管理組織図
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全社ＲＣ委員会

全社ＲＣ推進会議

（２）三菱ケミカル物流 ＲＣ推進会議体系

支社・営業部・油槽所
ＲＣ推進委員会

事業本部（部）
ＲＣ推進委員会

委員長 ： 社長 （方針及び方策決定時開催）

メンバー： 経営執行会議メンバー

議 長 ： 社長

メンバー：経営執行会議メンバー及び関係者

議 長 ： 安全ＱＡ環境部掌理役員

（３回＋α／年開催）

メンバー： 各拠点ＲＣ管理者

（４回／年開催）

（毎月開催）（毎月開催）

＊全社ＲＣ方針、ＲＣ規則等の方策審議、決定

＊ＲＣｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ類の決定

＊ＲＣ情報の共有化

＊ＲＣ情報の共有化

＊ＲＣ技術の向上

１．ＲＣ活動体制

全社ＲＣ管理者会議

物流の実現



（３）三菱ケミカル物流 ＲＣ活動の横通し体制（会議関係）

本 社 事業本部 拠点（支社等） 子・協力会社三菱ケミカル

全社ＲＣ委員会（方針、方策の審議・決定時）

全社ＲＣ推進会議（４回／年）

全社ＲＣ管理者会議（３回／年）

各社ＲＣ委員会（毎月）支社ＲＣ委員会（毎月）ＲＣ委員会（毎月）

部ＲＣ委員会（毎月）

課・グループＲＣ委員会（毎月）

部会：船舶、トラック、ローリー、倉庫、構内
（２～１２回／年）

三菱ｹﾐｶﾙｸﾞﾙｰﾌﾟＲＣ情報連絡会（毎月）

省エネ実績報告会（２回／年）

三菱ｹﾐｶﾙ
各事業所内

ＲＣ委員会（毎月）

１．ＲＣ活動体制 物流の実現

一般荷主

ＲＣ会議等



本 社 事業本部 拠点（支社等） 子・協力会社三菱ケミカル

（４）三菱ケミカル物流 ＲＣ活動の横通し体制（教育・訓練他）

拠点別安全ＱＡ大会（１～２回／年）

全社安全ＱＡ大会 （１回／年） 拠点持ち回り

拠点別小集団発表会（１回／年）

三菱ケミカル物流全社小集団活動発表会（１回／年）

三菱ケミカル（ＨＤ）グループ小集団活動発表会（１回／年）

総合防災訓練 （各拠点１～２回／年）

陸運ＲＣ会議 （１回／年、１０拠点）

海運ＲＣ推進会議 （１回／年、７拠点）

海運安全管理規定内部監査（１回／年） 外注先監査 （各社１回／３年）

拠点別防災訓練（１～２回／年）

１．ＲＣ活動体制 物流の実現

一般荷主

各種教育・訓練等



２． MCLC APTSIS 20（※） ＲＣ活動計画

（１）全社活動方針

◆お客様と社会から信頼される企業文化の構築

・安全ＱＡは、物流業務の全てに優先する。

・環境との調和は、企業としての社会的責任である。

「お客様と社会から信頼される企業文化の構築」とは、

荷主、顧客、地域、社会から信頼される「荷主の想いを運ぶ、

質の高い物流サービス」を提供する会社を創造する。

◇安全・ＱＡ面で信頼される物流業務

◇環境に優しい物流業務

すなわち ＫＡＩＴＥＫＩ物流が実現できる会社

物流の実現

（※）中期経営計画



２． MCLC APTSIS 20 ＲＣ活動計画 物流の実現

Ｇｅｍｂａ‐ｒｙｏｋｕを高めるために
◇自ら考え行動できる安全な人（組織）づくり推進
◇化学品の取り扱い管理強化推進
◇KAITEKI環境への貢献

保安 ：化学品輸送事故、設備事故の防止
安全 ：労働災害の撲滅
環境 ：環境負荷削減
品質 ：誤トラブル、製品損傷トラブルの防止

7化学品のKAITEKI物流の実現

ＲＣ活動の“Ｇｅｍｂａ‐ｒｙｏｋｕ”とは

（２）ＭＣＬＣ ＡＰＴＳＩＳ ２０ ＲＣ活動ポイント

ＭＣＬＣ ＡＰＴＳＩＳ２０：化学品物流会社日本一をめざす

Group
MCHC（※）グループ物流

一元化・集約化

Global
MCHC（※）グループ会社

海外展開支援

Gemba-ryoku
安全・品質、コスト削減

戦略武器拡充

支える
３Ｇ

（※）MCHC：三菱ケミカルホールディングス



（３）重点活動項目

２． MCLC APTSIS 20 ＲＣ活動計画 物流の実現

自ら考え行動できる安
全な人（組織）づくり
推進

◇基本行動の定着化に
向けた意識改革

◇本質安全への取組み
◇再発防止の徹底
◇社員子会社による

ﾄﾗﾌﾞﾙの撲滅

化学品の取り扱い
管理強化推進

◇教育・訓練の拡充
◇化学物質管理推進

KAITEKI環境
への貢献

◇省エネの
提案と実行

重
点
活
動
項
目

ＲＣ活動の可視化
◇活動系／成果系のKAITEKI-PI指標作成と評価

働き方改革による弱点の克服



２．MCLC APTSIS 20 ＲＣ活動計画 物流の実現

（４）活動数値目標と実績

 ＜安全ＱＡ＞ お客様と社会に影響するトラブルはゼロ
(A、Bランク)

  ・労働災害   ゼロ達成
  ・車両、船舶事故   ゼロ達成
  ・QAトラブル   ゼロ達成
  ・環境トラブル   ゼロ達成

  トラブル指標  ５．４件／１億ﾄﾝｷﾛ(2015年比△３０％)

 ＜環境＞ CO2の削減
・輸送ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位  前年比１％削減



３．ＲＣ活動の取組み状況 物流の実現

《安全ＱＡ》
＜全社安全ＱＡ大会の開催＞

1010

目的： 全社員の安全ＱＡ活動に対する意識高揚と情報共有化を図ること

・開催日時： 11月14日（水）13時～18時
・開催場所： 水島支社
・発表チーム：鹿島・黒崎・四日市・水島・坂出・長浜支社、尼崎油槽所、

菱化ロジテック社（子会社） （８チーム）
※水島地区協力会社様、多数参加
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◆北海道

◆首都圏

筑波

◆五井

◎鹿島支社

◆本社 東日本エリア営業部

◎川崎油槽所

◆湘南

◆上越

中京支店

上田

◎四日市支社

◎尼崎油槽所

◎水島支社

◎坂出支社

◆福岡

◆大分

◎黒崎支社

静岡

◆西日本エリア営業部

◆山口 大竹

福山

◆仙台

熊谷

成田

名古屋
滋賀

（ＭＣＣﾊｲﾃｸﾆｶ上越ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ）

（MCC三重事業所）

（MCC福岡事業所）

（MCC香川事業所）

（MCC茨城事業所）

（ＭＣＣ筑波工場）

（MCC岡山事業所） 富山

吉富

（ＭＣＣ北海道支社）

（ＭＣＣ大阪支社）

長浜支社

郡山

山梨
平塚

羽生

物流の実現３．ＲＣ活動の取組み状況

＜危険品輸送に対する全国防災網構築＞

１）万一の事故・トラブルに備え、想定される被害を最小限に
防ぐ為に三菱ケミカル社（ＭＣＣ）と連携した全国防災網を構築

２）通報訓練による全社防災体制の充実
①荷主様と連携した通報訓練：

黒崎（10/1）、鹿島・鶴見（10/19）
②社内の通報訓練：

西日本（7/12）、鹿島（9/27）、海運（12/10）

配置場所

◎は活動用防災資機材

◆は支援用保護具



３．ＲＣ活動の取組み状況 物流の実現

＜オイルフェンス展張訓練＞

※尼崎:1/21 川崎:3/19
（写真は川崎油槽所での訓練風景）



＜小集団活動＞ （1980年より活動）

３．ＲＣ活動の取組み状況

１）第3４回 三菱ケミカル物流小集団活動全社大会の開催

①開催日時 ： 7月1３日（金） 於：四日市支社

②発表ｻｰｸﾙ ： 8サークル 活動チーム １２６

③結果
○優秀賞：黒崎支社、四日市支社、坂出支社

○三菱ケミカルグループ全社大会への出場チーム選出：黒崎支社、四日市支社
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物流の実現
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２）第２回 三菱ケミカルグループ小集団発表会（Bブロック）

①開催日時 ： 1０月１２日（金） 於：パレスビル

②発表ｻｰｸﾙ ： 1１サークル

３．ＲＣ活動の取組み状況 物流の実現

黒崎支社 代表 四日市支社 代表



１．2015年度（61期）取組実績 物流の実現３．ＲＣ活動の取組み状況

＜主任・班長参加によるヒヤリハット交流会の開催＞

目的：
・他場所の活動状況把握とヒヤリ
ハット活動に対する意識付け

開催場所：
・黒崎支社
・８月２３日（木）
・主任、班長 ２０名参加（９場所）
・生産物流部１課、陸運１課、物流
包材センターのヒヤリハット活動紹介

参加者の声
・他場所の活動事例や悩みが共有
でき、とても参考になったと好評

※これまで７回開催、延べ９２名の
主任、班長、第一線の方が参加

※７回目の開催

場所 部署 出席者
鹿島支社 生産物流課 課員

生産物流部1課 主任
陸運1課 課員
倉庫課 課代
海運課 課員
名古屋営業所 所員
生産物流部1課 班長
生産物流部2課 班長
安全QA環境部 主任
生産物流2課 主任
安全QA環境部 部員

長浜支社 総務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 部員
西日本ｴﾘｱ営業部 中部ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽｾﾝﾀｰ 主任

尼崎油槽所 油槽管理課 主任
川崎油槽所 業務課 課員

生産物流部1課 課員
物流・包材ｾﾝﾀｰ 所員

主任
部員
部員

四日市支社

水島支社

坂出支社

黒崎支社
安全QA環境部



【目的】 ・現場の課長クラスのＲＣ教育を充実させ、現場力を強化し、事故トラブル
撲滅へつなげること

【感想】 ・外部の方との危険予知トレーニング（以下、KYT）演練が主だったので、
色々な視点での考え方が聞け、社内とは違う刺激を受けた。
・KYTの取り組み手順が理解できて、危険な状況と動作を色んな角度
から想定できるように意識していこうと感じた。
・現場に密着した主任、班長、ﾘｰﾀﾞｰｸﾗｽの方が参加するとより良い研修
になると思った。

＜危険予知講習会（中災防）への参加＞
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１．2015年度（61期）取組実績 物流の実現３．ＲＣ活動の取組み状況

日　程 場　所 部　署 出席者
倉庫課 課長
陸運1課 課長

東日本 企画管理部 部員
川崎 油槽管理課 主任

陸運1課 課長
フォワーディング課 課長

東日本 上越営業所 所長
１０月４日～５日 坂出 生産物流2課 課代

１０月１１日～１２日 水島 海運課 課長
１０月２５日～２６日 黒崎 陸運2課 課長
１０月３０日～３１日 尼崎 油槽管理課 班長
１１月１５日～１６日 尼崎 油槽管理課 主任

海運課 課長
筑波支店・生産物流課 班長

２月１４日～１５日 四日市 倉庫課 課長

鹿島１月２３日～２４日

５月３０日～３１日 水島

７月５日～６日

８月３０日～３１日
黒崎
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物流の実現

＜ヒヤリハット活動の取組み＞ ＫＡＩＴＥＫＩ－ＰＩ活動指標

３．ＲＣ活動の取組み状況

【一人当りのＨＨ提出件数の推移（件数／人・月）】



物流の実現３．ＲＣ活動の取組み状況

＜人材育成＞

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ

分野部門別



物流の実現４．ＲＣ活動実績

＜１億ﾄﾝｷﾛ当りのトラブル件数（トラブル指数）＞

２０１５年度ＢＭ
年３０％削減

ベンチマーク

2018年度目標



物流の実現４．ＲＣ活動実績



物流の実現４．ＲＣ活動実績

ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位
（ＫＬ/百万ﾄﾝｷﾛ）

CO2排出量
（千ﾄﾝ）

＜環境活動実績＞



「ひとりひとりかけがえのないひと」
ご安全に！！

物流の実現


